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非静力学モ デ ル に よ る台風 0410 号の 海洋混合層結合実験

　　　　　　　
★

和 田 章義 ・益子　渉 （気象研 究所 台風 研 究部）

1．　 は じめ に

強 い 台 風 とそ れ に 伴 う強 風 ・大 雨 を 数値 モ デ ル で 再 現す る

に は 、台風 コ ア 域 を解像 で きる 程度 の 高解像度 モ デ ル で あ

る こ とに 加え、強風下に お け る 大気海洋相互作用をモ デル

内で 表 現す る必 要 が あ る 。 海洋 混 合層 を 含む 表 層海 洋 にお

け る 台 風 に 伴 う海 洋 応 答 、特 に 湧昇 及 び 乱 流 混 合 に よ る海

面水 温 低 下に よ り大 気 へ 供給 され る 海 面 熱 フ ラ ッ ク ス が

減少 し、そ の 結果 とし て 台風強度 は 抑制 され る こ とは 良く

知 られ て い る （Bender 　 et．　 a1．，1993）。こ こ で は 海洋混合

層過程を結合 し た高解像度非静力学 モ デ ル に よ り、主に 台

風 強度 予 測 に 関す る 数値実験を行 っ た 。

2．　 実験の 概要

気象庁台風モ デ ル の 改造版 （20k 皿 水平解像度で 鉛直 40

層、8層海洋混合層 モ デル を結合）に より、全球モ デル の

72 時間積分 の結果 を 初期値
・側 面境界値 と して 72 時間の

数値積分 を行 っ た。次 に 台 風 モ デ ル の 結果 か ら 12 時 間積

分 値 を初 期 値 と して 、48 時間 後 ま で の 側 面 境界値 を 作 成

し、高解像度非静力学モ デル に よ る 数値積分 を 行 っ た。実

験 に 使用 し た高解像度 モ デル は 気象研究所 ノ数値 予 報課統
一

非静力 学モ デル （MR レNPD ・NHM ＞（水平解像度 6k 皿 、
鉛 40 層 ） （気象庁，2003 ）及 び 2way 多重移動格子 台風 モ

デル （2Way モ デル ）（水 平解像度 18  及 び 6  、鉛直

40 層〉（Mashiko 　and 　Muroi，2003 ） に 3 層海洋混合層モ

デル を結合 し た もの で あ る。高解像度モ デ ル に 結合した 海

洋混合層 モ デ ル の 初期値 は、気象研究所海洋デ
ー

タ同化 シ

ス テ ム （UsUi　et．　 a1．2005）に よ る 再 解析デ
ー

タ （0．5°

解

像度、54 層） か ら作成 した。た だ し気象庁台 風 モ デ ル に

お け る 海洋初期値は 海 面 水 温 に つ い て は 気象庁全球客観

解析 データ、その 他 に つ い て は LeVitus（1982）の 月平均デ
ー

タ か ら作成 し た
。

3． 2004年 台 風 10 号 に よ る 実験

2004年 7 月 29 日 00UTC を高解像度モ デル の 実験 に お け

る初期時刻 とした。初期時刻 に おける台風 10 号は本州 の

太平洋側を西北 西 進 し て お り（図 1 ）、成熟期 か ら衰退 期 へ

移行す る 時期 で あっ た もの の 、台風 中心気圧 960hPa の 強

度 を 比 較的長期間維 持 して い た （図 2）e モ デ ル 実験 で 使

用 した 初期場 に おけ る 台風 中心 の 位置 は 気象庁 ベ ス ト ト

ラ ッ ク と比 較 し て やや南側 に 位置 し て い た （図 1 ）。図 1

か ら気象庁台 風 モ デ ル に よ る 台風 進路 は ベ ス ト トラ ッ ク

と比 較 して過度に 西 へ 進 む 傾 向 に あ り、MRIXNPD ・NHM
の 結 果 は 、移 動 速度 が や や 速 か っ た もの の 気象庁ベ ス ト ト

ラ ッ ク とほ ぼ 同 じ 進路をとっ た。海洋結合が 進路 予 測 に与

えた影響 に つ い て は 、台 風 モ デ ル との違い と比 べ れ ば無視
で き る ほ ど 小 さ か っ た 。図 2 か ら 台 風 モ デ ル 及 び

MRIINPD ・NHM 海洋混合層非結合 モ デ ル に よる 中心気

圧 の 予 測は、ベ ス トトラ ッ ク が 強度維持 ・衰退 の 傾向を示

して い る に もか か わ らず、発達の 傾向を示 し て い た。発達

の 傾 向は MRI ／NPD ・NHM 海洋混合層非結合 モ デル の 結

果 が もっ と も強 くな っ て い た。MRI ／NPD ・NHM 海洋 混 合

層 モ デル は こ の 台風 発 達傾 向 が抑制 され て お り、特 に積 分

時 間 33 時間 以 降 の 中心気圧 の 値 は ベ ス ト トラ ッ ク と良く

合 っ て い た 。MRItNPD ・NHM に よ る 3 時 間 降 水 量 分 布

（図 3 ）か ら、最 大 降 水 量 の 値 は 海 洋 混合層過程 を結合す

るこ と に よ り非結合時 と比較 して 減少 して お り、また レ イ

ン バ ン ドの 位置等降水 分布 に も違 い が 生 じ て い る e 以 上 の

結果 か ら、高解像度非静力学 モ デ ル に よ る 台風 予 測 に 関 し

て 、海洋 混 合層過程 の 導入 に よ り台風 の 強度
・
構造 の 再現

に影 響 を 与 え る こ と を 今 回 の 実験 で 確認す る こ とが で き

た。しか し なが ら 高解像度非静力学モ デル に よ る数 値 実験

は 計算機資源を多 く使用 し、現状の 計算機環境で は 必 ず し

も効率的 運 用 は で き な い
。

こ の た め 環境場 に お ける水平解

像 度 を粗 くす る こ とが で き、な お 台風内部 コ ア 域 を解像 で

きる水平解像度を同時 に 設定 で きる 2way モ デ ル は 台風

の 数値実験を行 う上で 多 くの 利点 を もっ も の と考 え られ

る。発表時 に は 同 じ 事例 に つ い て 2Way モ デル の 結果 を 示

し、高解像度非静力学モ デ ル に よ る 海洋混合層実験 を行 う

上 で の 問題 点を整理 した い 。
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図 1　 台風進路 の 予測結果。B ：気象庁ベ ス ト トラ ッ ク，JC ：

気 象 庁 台 風 モ デ ル ，N ：MRIINPD ・NHM ，NC ：

MRIINPD ・NHM 海 洋 混 合層 結 合 モ デ ル 。
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図 2　 台 風 中心 気圧 の 予 測結果。記 号 は 図 1 と同 様。

図 3 積分時間 36時 間 （7 月 30 日 12UTC ）に お け る海 面 気

圧 と 3 時間降水量。左 図 は海洋 混 合層 非 結 合 、右 図 は 海洋

混合層を結合 し た 結果 。
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